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伴
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西
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〇
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調
査
の
結
果
、
地
山
直
上
の

整
地
土
面
で
二
条
の
素
掘
り
の

溝
を
検
出
し
た
。

翔
　
木
簡
は
、
東
西
溝
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桜

九
〇
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層
か
ら
六
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し
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。
こ
の溝
は
幅
○
・七
ｍ

以
上
、
現
存
深
さ
○

・
七

ｍ
、



薬
師
寺
中
心
伽
藍
に
至
る
寺
域
内
東
西
道
路
の
南
側
溝
と
考
え
ら
れ
、
西
流
し

て
西
二
坊
大
路
東
側
溝
の
延
長
上
に
位
置
す
る
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
二
七
八
五
に
注
ぎ

込
む
。
両
溝
は
併
存
し
、
廃
絶
は
近
世
に
下
る
。
Ｓ
Ｄ
二
七
九
〇
か
ら
は
、
他

に
奈
良
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
軒
瓦
、
室
町
時
代
頃
の
瓦
質
の
括
鉢
、

江
戸
時
代
の
土
師
器

（灯
明
皿
と
し
て
の
使
用
痕
跡
あ
り
）、
漆
器
椀
、
灯
明
皿
受

台
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
木
簡
は
掲
出
の
一
点
以
外
全
て
墨
付
き
の
み
の
断

片
で
あ
る
。
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中
世
以
降
の
祈
祷
札
の
類
と
考
え
ら
れ
る
木
簡
で
、
右
辺
と
下
端
は
原
形
を

保
ち
、
右
辺
上
部
に
は
切
り
込
み
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
左
辺
は
欠
損
し

て
お
り
。
上
端
も
現
状
よ
り
若
干
長
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。　
一
定
期
間
日
光

に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
た
め
か
、
文
字
が

一
部
白
く
浮
き
上
が
っ
て
残
り
、
斜
光

に
よ
り
釈
読
で
き
る
部
分
が
あ
る
。
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